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医療施設で問題となる病原菌から護るため、マスクを介しての二次感染を防ぐサージカルマスク

 ＰＦＥ：99.9%（0.1μm微粒子捕集効率試験）

 ＢＦＥ：99.9%（バクテリア飛沫捕集効率試験）

 ＶＦＥ：99.9%（ウィルス飛沫捕集効率試験）

 液体防護性：160mmHg
 ラテックスフリー

 マスクに付着した細菌やウイルスをコントロール

製造元 : I3 Biomedical Inc., Canada

製品番号： TAS-150
製品名： アクティブサージカルマスク （50枚/箱）
定価： ¥12,000（税別）

マスクの外側
に付着した菌
の培養結果。
(着用30分後)

一般的マスク アクティブサージカルマスク

※AATCC 100（繊維素材における抗菌性能評価試験）結果

ASTM F2100 Level 3 , EN14683 Type ⅡR

病原体 S. aureus (MRSA) P. aeruginosa E. faecalis (VRE) K. pneumoniae Influenzavirus A 
(H1N1)

微生物の分類 耐性グラム陽性菌 グラム陰性菌 耐性グラム陽性菌 グラム陰性菌 動物ウイルス
減少率 > 99.99% > 99.99% > 99.99% > 99.99% > 99.99%

※ASTM: 米国試験材料協会

試験法 不織布マスク、ガーゼマスク、アクティブサージカルマスクを被験者３人が２時間着用してオフィスワークをした後、マス

クの外表面から無菌的に菌を採取し、SCD培地で37℃、 72時間培養し、菌の増殖状態を検証した。

【マスク着用２時間後の培養試験結果】

アクティブサージカルマスク

結 果 ❶ガーゼマスクは静電気による菌の吸着がないためか、口側からの浸透と思われるケースを除き、比較的マスク外表面

の菌の増殖は少なかった。 ❷不織布マスクでは、菌の増殖が観察された。 ❸アクティブサージカルマスクでは、菌の増殖は全く認

められず、抗菌性能のあることが示唆された。
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顎まで、覆い
ノーズフィッ
ターで押さえ
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装着の際に
は、頬とマス
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間を作らせ
ない。

【ヨウ素を放出する素材でマスク外表面をコーティング】

※被験者は以下のマスクの適正な使用法を順守した

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
製品は、PM2.5や花粉の侵入を防ぐ『99％カットフィルター』を採用し、ウイルス飛沫や微粒子も99%カットできるとされおり、液晶パネルも製造可能な三重県多気工場のクリーンルームで製造しているとのこと。販売価格は1箱50枚入りで税込3,278円 + 送料税込660円(全国一律)。直販サイトにて、クレジットカードでの支払いにのみ対応。購入は一人1箱までとされており、購入日を含めて3日間は再購入ができません。
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